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楽
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地
で
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を
披
露

住
宅
の
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し
ま
す

ふ
る
さ
と
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流
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場
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畿
仁
淀
川
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催
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然
が
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き
に
な
る「
山
の
何
で
も
市
」開
催
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６
月
15
日 

名
野
川
磐
門
神
楽
発
祥
の
地
、
峠
ノ
越

の
菜
野
河
神
社
で
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
名
野
川
磐
門
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。

　霧
が
立
ち
込
め
る
幻
想
的
な
風
情
の
中
、
境
内
に

は
に
ぎ
や
か
な
お
囃
子
が
鳴
り
響
き
、
色
と
り
ど
り

な
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
舞
人
が
舞
殿
を
彩
り
ま
し
た
。

　町
外
か
ら
訪
れ
た
人
は
、
「
小
学
生
か
ら
大
人
ま

で
多
世
代
に
わ
た
り
伝
承
す
る
姿
と
、
そ
の
舞
に
魅

せ
ら
れ
ま
し
た
」
「
豪
華
絢
爛
な
衣
装
や
迫
力
あ
る

舞
は
見
応
え
十
分
」
と
感
激
し
た
様
子
で
し
た
。

　「ずっと神楽を続けたいです」と

笑顔で話してくれたのは、現在高知

市内の専門学校に通う隅田七海さん

(19)。小さいころ、神祭で神楽を舞

う兄と父の姿を見て、やってみたい

と思ったのがきっかけで、６歳から

始めて今年で１３年目。「最初は舞

を覚えるのに必死で、いつも先々を考えながら舞っていました。でも今

は感覚で自然と体が動くんです」と楽しそうに話してくれました。

　今回は、神楽の練習に参加できず、前日の練習で仕上げたそうです

が、それでも言葉のとおり、体に染み付いた感覚で堂々とした舞を披露

してくれました。「神楽に帰ってくると地域の人たちといろいろな話が

できて、交流できるのが楽しみです。これからもこのつながりを大切に

していきたいです」と、心の内を話してくれました。

  また、菜野河神社総代長の大野政直さんは、「ななは帰ってきたら年

寄りにもいつも挨拶してくれる。嬉しいねえ」と、故郷を想い一生懸命

に取り組む若者の姿に目を細めていました。

地
域
の
人
と
人
を
結
ぶ
架
け
橋

　名
野
川
磐
門
神
楽  

発
祥
の
地
で
舞
を
披
露

と
う 

の 

こ
え

ご
う 

か 

け
ん
ら
ん

折敷之舞
お  しき  の  まい

一番神之舞
いちばんがみ  の  ま い

『ずっと神楽を続けたい』    隅田七海さん(北川)

自家製のお茶で地域交流
                   『お茶比べ会』

す み  だ  な な  み

名野川磐門神楽の基本となる舞で最も舞う時間が長い。

高き尊き大御神徳を仰ぎ奉らんとする舞である。

堂
々
と
舞
う
隅
田
さ
ん
（
左
）

舞の合間に、笑顔で取材に

応えてくれる隅田さん

６月８日　仁淀川町じねんの会

主催のお茶比べ会が、「山村自

然楽校しもなの郷」で開催され

ました。

　町内外から１６人が参加し、

持ち寄ったお茶（約１０種類）を試飲。仁淀川町のお茶の可能性を再確認しながら

交流を深めました。また、講師の徳田志保さんから「仁淀川町での４年ぶりのお茶

比べ会でしたが、仁淀川町のお茶は相変わらずポテンシャル※が高かったです」と

高評価をいただきました。定期的に開催しますので、次回もぜひご参加ください。      持参されたお茶

※ポテンシャル…潜在的な力。可能性としての力

雨に濡れ美しい花片を見せた花しょうぶ

大賑わい、なかにはお互いに買い求

めたものを見せ合う一場面も
出展した山野草について丁寧に

説明してくれる藤原年男さん

雨に濡れ美しいたたずまい 第８回花しょうぶまつり
６月９日  長者の棚田で、第８回花しょうぶまつりが開催されまし

た。棚田には、丹精込めて育てた８０種類１万株の花しょうぶが咲

き誇り、見るものを楽しませていました。

　長者を盛り上げようと、この日も地域の子どもから大人まで大勢

集まり、つややかに咲く花しょうぶを眺めながら、「長者のうまい

もん」を買い求めていました。

　また、大人気のちびっこ腕

ずもうや長者を応援する三線

グループ「ていぴち」や高知

大生グループが音楽で会場を

盛り上げていました。

一番人気は山野草! 
　      自然が好きになる『山の何でも市』
６月１６日　「山村自然楽校しもなの郷」で、山にある物、とれた物、作

った物を販売する、恒例の「山の何でも市」が行われました。

　盆栽、木工品や骨董品など、数多くある出品の中でも、一番人気は山野

草。町外から訪れた人は、「毎回自分の好みに合ったものが見つかります。

今年はやっと念願のシズカ（山野草）を手に入れました」と満面の笑み。

　また、地元の食材をふんだんに使った

炊き込みご飯や五目寿司、手打ちそばな

ども人気で、両手いっぱいに買い求めた

人たちが、中津川の涼風を感じながら田

舎料理を堪能していました。

　出展した地域の人との交流も魅力的な

「山の何でも市」。地域の住民らが生き

生きとした表情で、訪れた人を心からも

てなしていた姿がとても印象的でした。

お
互
い
の
お
茶
を
味
わ
い
、

交
流
を
深
め
る
参
加
者

大
人
気
！
ち
び
っ
子

腕
ず
も
う
大
会

さんしん
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『私達の健康は私達の手で』 

自然とのふれ合いで感性・個性を育む貴重な体験

　　　　　　長者小学校５年生が田植えに挑戦！

５
月
19
日

　香
川
県
丸
亀
競
技
場
で
行
わ
れ
た
、

第
二
十
八
回
四
国
地
域
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
四

国
四
県
か
ら
四
十
八
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
「
仁
淀

川
チ
ー
ム
」
（
片
岡
宗
行
さ
ん
、
藤
原
徳
幸
さ
ん
、

藤
原
元
彦
さ
ん
、
戸
梶
タ
ミ
子
さ
ん
、
片
岡
利
恵

子
さ
ん
）
が
見
事
、
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　四
チ
ー
ム
で
行
わ
れ
た
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
大
勢
の
大
会
関
係
者
が

声
援
を
送
る
中
、
自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で
試
合
を

進
め
た
「
仁
淀
川
チ
ー
ム
」
が
、
最
後
ま
で
相
手

チ
ー
ム
に
主
導
権
を
渡
す
こ
と
な
く
勝
利
し
ま
し

た
。

　

　大
会
で
主
将
を
務
め
た
片
岡
宗
行
さ
ん
は
、

「
こ
ん
な
に
大
勢
の
人
か
ら
声
援
を
受
け
な
が
ら

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
し
た
の
は
初
め
て
。
優
勝
が
夢

の
よ
う
で
す
。
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
が
力
を
発
揮
し

た
結
果
で
す
」
と
大
会
を
振
り
返
っ
て
く
れ
ま
し

た
。　現

在
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
人
口
が
減
少
し
て
い
る

中
、
そ
の
良
さ
を
伝
え
、
普
及
に
力
を
注
ぐ
愛
好

者
の
皆
さ
ん
に
、
そ
の
魅
力
を
尋
ね
る
と
、
「
と

に
か
く
先
を
読
ま
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
頭
の

運
動
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
気
軽

に
楽
し
め
る
の
も
醍
醐
味
で
す
」
「
練
習
が
あ
る

と
、
そ
れ
ま
で
に
せ
ん
と
い
か
ん
こ
と
を
す
ま
し

ち
ょ
か
ん
と
い
か
ん
の
で
、
生
活
に
リ
ズ
ム
が
生

ま
れ
て
、
体
の
調
子
も
い
い
で
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　現
在
、
吾
川
・
池
川
・
仁
淀
地
区
に
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
部
が
あ
り
ま
す
が
、
合
同
で
練
習
を
行
う
な

ど
、
日
ご
ろ
か
ら
交
流
を
行
い
、
楽
し
み
な
が
ら

健
康
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

５月15日  中央西地区食生活改善推進協議会

総会・研修会が日高村社会福祉センターを会

場に約１４０人が参加し、開催されました。

  平成２５年度からは、女性だけでなく、昨

年の養成講座を受講した男性も食生活改善推

進員（ヘルスメイト）として参加しています。

 当協議会は、仁淀川町・土佐市・いの町・

日高村・佐川町・越知町の６市町村で構成さ

れ、日ごろから「私達の健康は私達の手で」

をスローガンに、各市町村協議会で食生活の

面から健康づくりを実践し、家庭と地域社会

における食育活動に取り組んでいます。今年

も地域で活躍されている１３人の方々が協議

会会長表彰（活動継続年数１５年が対象）を

受賞されました。

 また、研修会では、災害時における実践力

を身に付けるため、ポリ袋を使った炊飯やお

かず作り（肉じゃが、かぼちゃの煮物）など

の炊き出し訓練と反省会を行い、防災意識を

高めました。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
勝
ち
取
っ
た
優
勝

四
国
地
域
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

前
列
左
か
ら
藤
原(

徳)

さ
ん
、
片
岡(

宗)

さ
ん
、

後
列
左
か
ら
藤
原(

元)

さ
ん
、
戸
梶
さ
ん
、
片
岡(

利)

さ
ん

左
か
ら
、
表
彰
さ
れ
る

野
々
宮
さ
ん
、
坪
内
さ
ん

吾川・池川・仁淀地区から愛好者が集まり
行う合同練習はいつも和気あいあいです

５月26日　長者の棚田で、長者小学校５年生９人

が田植え体験を行いました。

　これは、「総合的な学習」の一環として、自然と

ふれ合うなかで子どもたちの感性・個性を育むこ

とを目的に、地元だんだんくらぶの協力をいただ

き、毎年行われています。この日も棚田を提供し

てくれているだんだんくらぶの岡﨑信守さんらに

指導を受け、「サイワイモチ」の苗を植えました。

　子どもたちは田んぼに入ると「冷たい」「全然

あるけん」などと慣れない田んぼの泥に悪戦苦闘

しながらも、植えていくうちに真剣な表情を見せ

るようになりました。泥まみれになりながら「今

から稲刈りが楽しみ」とうれしそうでした。

５月２１日　高知市の高知会館で行政相談員全体会議が開催され、仁淀川

町行政相談委員の尾崎登代美さんに、総務省高知行政評価事務所長から感

謝状が贈呈されました。国や県、町などに対する苦情や要望の解決、実現

に尽力した功績に対して贈られたものです。

参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影

慣
れ
な
い
足
元
に
戸
惑
い

な
が
ら
も
、
丁
寧
に
植
え

ま
し
た

中央西地区食生活改善推進協議会総会・研修会開催

高知県交通安全指導員
　西森善光さんへ知事感謝状　片岡建さん、上尾勝日己さんへ功労者表彰
５月１５日　高知会館で開催された、「平成２５

年度高知県交通安全指導員協議会総会」で、西森

善光さんへ「知事感謝状」、片岡建さん、上尾勝

日己さんへ「功労者表彰」が授与されました。

　西森善光さんは平成５年４月１日に委嘱を受け

て以来、約２０年にわたり交通安全指導員を務め

られてきました。過去には高知県指導員協議会理

事を務めたことがあり、現在は同協議会の高吾北

地区仁淀川町支部長を務められています。早朝の

街頭指導、交通安全教室、イベントの交通整理な

どにも意欲的に取り組まれ、交通安全意識の普及

啓発に尽力されています。

　また、片岡建さん

と上尾勝日己さんは

平成１５年４月１日

から約１０年にわた

り交通安全指導員を

務められ、地域の交

通安全意識の高揚に

大きく貢献されまし

た(片岡さんは平成

２５年３月３１日をもって退職されました）。

　今後ますますのご活躍をご祈念いたします。

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
尾
崎
さ
ん

本町協議会の受賞者　

　●坪内冨士子さん(大内) 　仁淀支部　　　●野々宮正子さん(西古城山) 　仁淀支部

行政相談委員の尾崎登代美さんに
　　高知行政評価事務所長感謝状

知
事
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
西
森
さ
ん
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わんぱくカーニバルin仁淀第56回池川清流まつり

ふる里交流の場、近畿仁淀川会

　第
三
十
三
回
近
畿
仁
淀
川
会
総
会
が
今
年
も
盛
大

に
大
阪
市
内
難
波
に
て
開
催
さ
れ
、
百
二
十
四
人
の

出
席
者
が
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　今
回
も
仁
淀
川
町
よ
り
大
石
弘
秋

町
長
、
議
長
他
議
員
さ
ん
、
役
場
の

皆
さ
ん
、
高
知
県
の
皆
さ
ん
等
三
十

数
人
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　本
会
の
目
的
は
会
員
相
互
の
親
睦

を
深
め
る
と
共
に
、
郷
里
と
の
連
絡

を
図
り
併
せ
て
仁
淀
川
町
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
で
す
。
「
故
郷
と
の

絆
を
絶
や
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
…
」

と
の
思
い
で
役
員
一
同
微
力
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
町
長
筆
頭
に
仁
淀
川
町
在

住
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ

そ
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　毎
年
五
月
の
最
終
日
曜
日
午
前
十

一
時
〜
午
後
二
時
ま
で
、
希
望
者
は

別
室
に
て
午
後
四
時
ま
で
（
二
次

会
）
の
式
次
第
で
進
め
て
い
ま
す
。

（
二
次
会
出
席
者
は
六
十
余
人
）

　今
年
は
懇
親
会
・
二
次
会
で
は
、

各
中
学
校
の
校
歌
を
出
身
中
学
別
に

歌
う
な
ど
、
五
時
間
が
大
変
短
く
感

じ
ら
れ
、
結
構
楽
し
く
心
癒
や
さ
れ

る
ひ
と
と
き
で
し
た
。

日　時　８月１日（木）

　　　　10時～17時　（受付開始９時30分～）

場　所　長者川かじやごう橋～加藤石材店下部まで

　　　　※小学生が対象

参加料　保護者５００円　小学生以下２００円

内　容　ウナギ、アメゴのつかみ取り、

　　　　昼食・かき氷コーナーなど

問い合わせ・申し込み 

　仁淀総合支所地域振興課　☎３２－１１１３

日時　８月1７日（土）10時～

場所　宮崎の河原・池川小学校ほか

内容　魚のつかみ取り大会、ダックレース、

　　　丸太川上りレース、鳴子踊り、

　　　ベリーダンス、池川神楽、もちまき、

　　　花火大会など

申し込み・問い合わせ

　池川総合支所地域振興課内

　池川清流まつり実行委員会事務局

　☎３４－２１１４

第27回茶霧湖まつり
日時　８月16日（金）15時～

場所　仁淀川町観光センター運動広場

内容　大抽選会（豪華景品あり）、

　　　木工教室サイコロゲーム、もちまき、盆踊り、

　　　花火大会など

問い合わせ

　仁淀総合支所地域振興課内

　茶霧湖まつり実行委員会事務局　☎３２－１１１３

イベント情報

当時を振り返りながら校歌を斉唱する別枝中卒の参加者

近
畿
仁
淀
川
会
総
会
を
終
え
て

○近畿仁淀川会事務局

　岡崎電工株式会社内（担当：山根・山崎）

　〒600-8843　京都市下京区七条通新千本下ル

　☎075-314-4156　　075-314-1382

　Mail　m.yamane@okaden21.com

○ふるさと支援部隊・仁淀川町窓口（敬称略）

　岡村　重忠　　　  ＜相談役＞　☎090-7750-4025

　掛水　光政・笑子  ＜相談役＞　☎0889-36-0326

　高木　幸彦　　　　　　　　　  ☎0889-32-1715

　中越　伊勢夫　　　　　　　　  ☎0889-32-1472

連
絡
先

”仁淀川町の皆さんにお願い”

　近畿で暮らしている仁淀川町出身者、

友人、知人、親族の方に本会をＰＲして

いただきたいです。仁淀川町が合併して

８年近くなります。吾川・池川・仁淀出

身者が近畿で仲よく集える総会に発展す

るよう、役員一同努めてまいります。

　来年の総会は５月２５日（日）午前

1 1 時開催予定です。ご参加お待ちして

おります。

近畿仁淀川会役員一同

第2回「鮎×愛ふれあい祭り」開催のお知らせ
　昨年県内外からたくさんの方に参加してい

ただき、好評に終わりました「鮎×愛ふれあ

い祭り」。今年も８月に開催いたします。楽しい

プログラムを用意してみなさまのご参加をお

待ちしております。

 小雨決行／雨天の場合延期８月10日（土）開催
 開催日：平成25年8月4日（日）

問い合わせ・申し込み先　仁淀川町池川観光地域づくり委員会

　　　　　　　　　　 事務局：仁淀川町商工会観光事業部 

友釣り大会（青空河原バイキング付き）

優勝2万円他、各賞あり
・定員／50名
・受付／6：00　開始／6：30　
・参加費／￥4,500(鑑札代別途）
・場所／コスモス農協池川支所西駐車場

青空河原バイキング

・定員／60名
・受付／12：00　開始／12：30
・参加費／
  大人 ￥2,000 （中学生以上）

）生学小（ 005,1￥ もど子  
  幼児 ￥ 500 （3歳～小学生未満）
・場所／宮崎の河原

友釣り体験（青空河原バイキング付き）

・定員／20組（40名）
・受付／10：00　開始／10：30
・参加費／
  大人  ペア1組 ￥8,000

］000,4￥  様人一お［  　
  親子  ペア1組  ￥7,500

・場所／コスモス農協池川支所西駐車場

約
予
要

＜申込方法＞ お電話、または町内各所に設置しております募集チラシにて。

＜申込期限＞ 平成25年7月19日(金) ※締切日前でも定員になり次第締切らせていただきます

○競技方法　友釣りによる制限時間内での、各
個人トータル匹数（同数の場合は一匹早掛競
技）で審査。
※お申し込み後、ルールブックを郵送いたします

池川地区土居川

☎ 0889-35-0202（平日9：00～17：00）

白
熱
の
丸
太
川
上
り
レ
ー
ス

（
昨
年
の
様
子
）

（
西
川

　美
恵
子

　幹
事

　記
）

５月２６日　大阪市内で第３３回近畿

仁淀川会総会が盛大に開催されました。

　また、６月４日には帰省された岡崎

会長ら関係の方々がお礼に来庁され、

その席で「近畿仁淀川会役員」様から

のご寄付をいただきました。寄付金は、

町政発展のために有効に活用させてい

ただきます。ありがとうございました。

会
長

　岡
崎
憲
二

[大人　￥4,000(中学生含む)]
[子ども￥3,500(小学3～6年生)]
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補正予算とは？

当初予算が成立した

後、災害や住民生活

に影響を及ぼすもの

などやむを得ない事

由により既存の予算

に増額（減額）・変

更が生じた場合に作

成される予算で、議

会の議決を必要とし

ます。

〜
こ
こ
が
知
り
た
い
町
行
財
政 

②
〜

 
『
補
正
予
算
』 

　六
月
十
一
日
か
ら
十
二
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
六
月
定
例
議
会
で
一
般
会
計
補
正
予

算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
補
正
額
四
，
六
七

六
万
二
千
円
で
総
額
六
九
億
五
，
九
九
七

万
四
千
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
今
年
三
月
末

で
閉
園
に
な
っ
た
池
川
自
然
学
園
を
有
効

活
用
す
る
た
め
に
、
移
住
拠
点
施
設
と
位

置
付
け
、
施
設
を
指
定
管
理
す
る
こ
と
に

よ
り
、
移
住
希
望
者
の
定
住
促
進
お
よ
び

町
民
と
の
交
流
拡
大
に
よ
り
地
域
の
活
性

化
が
図
ら
れ
ま
す
。

　こ
の
た
め
施
設
の
指
定
管
理
料
と
し
て

三
二
五
万
円
を
予
算
化
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
そ
の
他
の
主
な
事
業
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

交流人口拡大へ新たな可能性
「移住交流」によるまちづくりの推進

６
月
補
正
予
算

　
　４
，６
７
６
万
円
決
ま
る

６月補正予算で行う主な事業

大渡コミュニティセンター改修事業

●災害時等に避難者の受け入れを円滑に行う

ために老朽化した施設の改修を行います。

【予算額４００万円】

高齢者肺炎球菌ワクチン対象者拡大

●当初予算では、７５歳以上の方を対象に事

業を実施していましたが、７０歳以上の方

も県の補助対象になり、自己負担なしで接

種できるようになりました。

【予算額１２０万円】

移住交流拠点施設指定管理委託事業

●１０月から指定管理開始予定の旧池川自然

学園。人と自然、人と人との触れ合う事業

を行い、町への移住促進等を図ります。

【予算額３２５万円】

地域の元気臨時交付金事業

●国の緊急経済対策の一環で、地域経済の活

性化と雇用を創出する事業（国からの交付

限度額約２億円）で、今回の補正予算では、

町道２路線の整備を行います。（写真は町

道寺野駄馬線）   【予算額１,２５０万円】

住宅の地震対策に支援が受けられます

　今後予想される南海地震に備え、住宅の安全性の向上および住民が安心して住むことのできる住

環境を確保するため、既存住宅を対象に、耐震診断の受診・耐震改修設計・耐震改修工事に補助金

が出ます。
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教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

　五
月
三
十
一
日
（
金
）
に
、
池
川
中
学
校

で
英
語
の
授
業
研
究
会
が
開
か
れ
、
町
内
外

か
ら
小
中
学
校
の
先
生
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

  

こ
の
授
業
は
、
今
年
度
六
回
行
わ
れ
る
小
中

一
貫
教
育
、
学
力
向
上
推
進
事
業
の
第
一
回

目
で
す
。
本
事
業
は
、
児
童
生
徒
の
外
国
語

の
学
力
向
上
の
た
め
、
著
名
な
講
師
を
招

き
、
具
体
的
な
指
導
方
法
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
用

の
仕
方
な
ど
を
学
ぶ
機
会
を
つ
く
る
こ
と

で
、
教
員
の
指
導
力
の
向
上
の
た
め
の
支
援

を
行
う
も
の
で
す
。

　関
西
大
学
外
国
語
学
部
教
授
の
田
尻
悟
郎

先
生
を
お
招
き
し
て
、
各
中
学
校
で
二
回
ず

つ
、
池
川
・
別
府
小
学
校
で
一
回
ず
つ
の
計

六
回
行
う
予
定
で
す
。
田
尻
先
生
は
、
中
学

校
で
の
素
晴
ら
し
い
英
語
教
育
実
践
を
持

ち
、
外
国
語
教
育
界
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
と
い
わ
れ
る

パ
ー
マ
ー
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
仕
事
の
流
儀
」

に
取
り
上
げ
ら
れ
、
現
在
「
テ
レ
ビ
で
基
礎
英

語
」
に
も
出
演
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
日
は
、
疑
問
詞H

o
w
 
m
a
n
y

を

使
っ
て
相
手
に
数
を
尋
ね
た
り
答
え
た
り

す
る
内
容
で
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
互
い

に
関
わ
り
合
い
活
動
す
る
授
業
で
し
た
。

英
語
担
当
の
大
石
先
生
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ジ
ュ

リ
ー
先
生
、
支
援
員
の
大
中
先
生
の
三
人

で
指
導
し
、
中
学
校
一
年
生
に
な
じ
み
の

あ
る
小
学
校
の
デ
ジ
タ
ル
教
材
や
ク
イ
ズ

形
式
を
取
り
入
れ
、
興
味
を
持
た
せ
る
工

夫
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
三
人
の
先
生
方
が
生
徒
全
員
に

目
を
配
り
、
丁
寧
に
支
援
を
し
て
い
る
姿

が
印
象
的
で
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
大
勢

の
参
観
者
に
緊
張
し
な
が
ら
も
、
真
面
目

な
態
度
で
学
習
に
臨
み
、
口
頭
練
習
や
英

文
を
書
く
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
授
業
後
に
は
、
田
尻
先
生
の
司

会
に
よ
る
話
し
合
い
が
持
た
れ
、
先
生
の

き
め
細
や
か
で
、
奥
深
い
ア
ド
バ
イ
ス
に

多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

電子黒板を使って生徒の
興味を引きつけます

～他校から先生が参加し、公開授業～

一人一人に対応できる教育環境

外
国
語
活
動
を
中
心
と
し
た

小
中
学
校
の
連
携
支
援

こんにちは！
保健師です
こんにちは！
保健師です

　四
月
に
仁
淀
地
区
で
、
五
月
に
は

吾
川
地
区
で
総
合
健
診
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
既
に
、
精
密
検
査
が
必
要

な
方
や
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健

診
を
受
診
さ
れ
た
方
々
に
は
結
果
が

送
付
さ
れ
、
精
密
検
査
を
受
診
さ
れ

た
方
々
の
結
果
も
続
々
と
保
健
師
の

所
へ
返
信
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
健

診
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
目
的

の
一
つ
で
す
。
紹
介
状
が
お
手
元
に

届
い
た
方
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
受

診
さ
れ
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　ま
た
、
健
診
に
は
も
う
一
つ
の
大

切
な
目
的
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

「
生
活
習
慣
病
予
防
」
で
す
。

　特
に
「
特
定
健
診
」
は
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
や
予

備
群
を
見
つ
け
だ
し
、
生
活
習
慣
を

見
直
す
こ
と
で
、
「
生
活
習
慣
病

（
高
血
圧
症
・
高
脂
血
症
・
糖
尿

病
）
の
発
症
を
予
防
す
る
こ
と
」
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

 

仁
淀
川
町
の
国
保
医
療

対
象
者
の
主
要
疾
病
を
み

て
み
る
と
、
外
来
件
数
、

日
数
と
も
高
血
圧
性
疾
患

が
最
も
多
く
、
糖
尿
病
も

上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

将
来
、
生
活
習
慣
病
を
発

症
せ
ず
、
薬
を
飲
ま
な
く

て
も
い
い
体
づ
く
り
、
介

護
予
防
、
国
保
医
療
費
を

減
ら
す
た
め
に
も
、
特
定

健
診
の
検
査
デ
ー
タ
は
、

大
切
な
お
知
ら
せ
な
の
で

す
。　も

し
、
曇
り
や
雨
マ
ー

ク
が
見
つ
か
れ
ば
、『
生

活
習
慣
を
変
え
て
い
く
の

は
・・・
今
で
し
ょ
！
』
の
サ

イ
ン
な
の
で
す
。

生活習慣を変えていくのは…今でしょ！
　　～仁淀地区・吾川地区で総合健診が実施されました～

　結
果
は
届
い
た
け
ど
、
「
い
よ
い
よ
、
見
方
が

わ
か
ら
ん
よ
！
」
「
そ
う
や
っ
た
か
ね
？
よ
う
見

て
な
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

そ
れ
は
と
て
も
残
念
な
こ
と
。

　今
年
度
は
、
受
診
さ
れ
た
方
全
員
を
対
象
に
、

保
健
師
に
よ
る
「
健

診
結
果
説
明
会
」

と
、
管
理
栄
養
士
に

よ
る
「
お
な
か
ま
わ

り
す
っ
き
り
生
活
の

ス
ス
メ
」
と
題
し
た

楽
し
い
講
話
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。
特

に
生
活
習
慣
病
の
発

症
を
防
ぐ
必
要
が
あ

る
方
に
は
、
個
別
の

相
談
や
継
続
的
な
支

援
も
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◆
健
診
結
果
が
手
元
に
届
い
た
け
ど・・

子育てに悩みや不安はありませんか？よりよい環境で子育てが出来る
ように支援をします。「まったりタイム」を一緒に過ごしましょう♪

７月の予定行事
【 9日（火）】マタニティヨガ（13：30～15：00）
【17日（水）】小児科医の相談会・講話（10：00～15：00）
【26日（金）】妊婦さんのためのお話（13：30～15：00）
☆場所は子育て支援センターホール内です　

問い合わせ

　仁淀川町地域子育て支援センター

　（仁淀川町大崎200）

　☎・　３５－０４３３

仁淀川町
母子支援事業

　今
後
、
池
川
地
区
で
九
月
十
二
日
（
木
）
・
十

三
日
（
金
）
に
、
吾
川
地
区
で
十
月
一
日
（
火
）

に
総
合
健
診
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
四
月
、
五
月

の
総
合
健
診
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

◆
ま
だ
、健
診
を
受
け
て
い
な
い
方
へ
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■■■お知らせコーナー■■■

　保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態

で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い

っ
た
不
慮
の
事
故
が
発
生
す
る

と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

  

経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納

付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保

険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者

（
三
十
歳
未
満
）
納
付
猶
予
制

度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
住
民

登
録
し
て
い
る
市
区
役
所
お
よ

び
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
は
窓
口
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。

 
 

平
成
二
十
五
年
度
の
免
除
等

の
受
付
は
平
成
二
十
五
年
七
月

一
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
平
成
二

十
五
年
七
月
分
か
ら
平
成
二
十

六
年
六
月
分
ま
で
の
期
間
を
対

象
と
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

 
 

た
だ
し
、
平
成
二
十
五
年
七

月
に
申
請
す
る
場
合
は
、
平
成

二
十
四
年
七
月
分
か
ら
平
成
二

十
五
年
六
月
分
ま
で
の
期
間

（
前
一
年
間
分
）
に
つ
い
て
も

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
前
一
年
間
分
の
免
除
等
も

併
せ
て
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

申
請
書
を
二
枚
提
出
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　高
知
西
年
金
事
務
所

　☎
０
８
８
・
８
７
５
・
１
７
１
７

　「
平
成
十
九
年
度
坂
本
の
一

部
（
小
郷
川
以
北
集
会
所
周

辺
）」・「
平
成
二
十
年
度
竹
ノ

谷
お
よ
び
土
居
の
各
一
部
（
小

郷
川
よ
り
田
村
お
よ
び
宗
津

境
）」の
地
籍
調
査
に
つ
い
て
は
、

高
知
地
方
法
務
局
い
の
支
局
に

お
い
て
、
地
籍
調
査
の
成
果
に

基
づ
く
登
記
事
務
が
完
了
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　池
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　国
土
調
査
係

　☎
３
４
・
２
１
２
０

　今
夏
、
全
国
四
十
九
万
法
人

を
対
象
に
、
統
計
法
に
基
づ
く

「
平
成
二
十
五
年
土
地
・
建
物

基
本
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　こ
の
調
査
は
法
人
の
土
地
や

建
物
の
所
有
状
況
等
を
調
べ
る

も
の
で
、
結
果
は
土
地
に
関
す

る
諸
施
策
の
基
礎
資
料
等
と
し

て
幅
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

　調
査
対
象
法
人
に
は
、
七
月

か
ら
調
査
票
が
郵
送
さ
れ
ま
す

の
で
、
九
月
十
三
日
ま
で
に
ご

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　土
地
建
物
を
所
有
し
て
い
な

い
場
合
で
も
そ
の
旨
ご
回
答
く

だ
さ
い
。
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
回
答
も
可
）

■
問
い
合
わ
せ

　高
知
県
土
木
部
用
地
対
策
課

　☎
０
８
８
・
８
２
３
・
９
８
１
７

　　校
友
会
総
会
も
今
年
で
第
三

十
二
回
目
に
な
り
ま
す
。

　大
西
小
学
校
の
卒
業
生
も
全

員
還
暦
を
迎
え
ま
し
た
。
若
き

日
の
先
生
や
旧
友
を
思
い
出
し

な
が
ら
楽
し
く
語
ら
い
ま
せ
ん

か
。　多

数
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い

た
だ
き
た
く
、
ご
案
内
申
し
上

げ
ま
す
。

■
日
時

　

　8
月
16
日
（
金
）
正
午
か
ら

■
場
所

　大
西
多
目
的
集
会
所

■
参
加
費

　

　男
性
３
千
５
百
円

　女
性
２
千
５
百
円

■
申
込
期
日 

　平
成
25
年
８
月
12
日
（
月
）

■
申
込
先

　

　◎
会
長 

大
西
文
雄

　☎
０
８
８
９
・
３
４
・
２
５
０
４

　◎
副
会
長 

大
原
喜
幸

　☎
０
８
８
９
・
２
４
・
７
７
５
９

　日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か

ら
補
助
を
受
け
実
施
し
て
お

り
、
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く

し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と

し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦

域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う

と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と

友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　費
用
は
、
参
加
費
と
し
て
九

万
円
。
五
年
を
経
過
し
た
方

（
平
成
十
九
年
度
以
前
参
加

者
）
は
二
回
目
の
応
募
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　日
程
等
の
詳
細
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　お
申
し
込
み
は
、
お
住
ま
い

の
各
都
道
府
県
遺
族
会
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

　日
本
遺
族
会
事
務
局

　☎
０
３
・
３
２
６
１
・
５
５
２
１

お知らせ
コーナー

・・・INFORMATION・・・

　仁淀川町長選挙が下記の日程で行われます。

　投票日当日に投票に行けない方は、８月７日（水）から８

月１０日（土）まで下記期日前投票所で「期日前投票」がで

きます。（※長者出張所は８月９日（金）まで）

【期日前投票所】

　役場（本庁）、仁淀多目的研修集会施設、

　池川コミュニティセンター、名野川出張所、長者出張所

【立候補予定者説明会】

　仁淀川町長選挙に立候補や推薦をする予定の方を対象

に、下記の日程で説明会を開催しますのでご参集ください。

　■日時　７月２５日（木）１３時３０分から

　■場所　仁淀川町立中央公民館３階会議室

　移住を希望する者が町の魅力をより一層

実感していただくよう、人と自然、人と人と

の触れ合う事業を行い、町への移住促進等

を図り、活力ある地域づくりを行うため、施

設の管理運営を希望する団体・企業を募集

します。

国
民
年
金
保
険
料
免
除

等
の
申
請
に
つ
い
て

法
人
土
地
・
建
物
基
本

調
査
の
お
知
ら
せ

大
西
小
校
友
会
総
会

の
ご
案
内

地
籍
調
査
に
つ
い
て

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

■問い合わせ

　仁淀川町選挙管理委員会

　☎３５－０１１１　

　　３５－０５７１

告示日：平成２５年８月　６日（火）

投票日：平成２５年８月１１日（日）

８月１１日は 「仁淀川町長選挙」です

ご
寄
付
の
お
礼

◇
一
般
寄
付
金

　田
中

　美
恵
様（
大
阪
市
）

◇
広
報
寄
付
金

　仁
淀
村
出
身
者
一
同 
様

　
　
　
　
　
　（
パ
ラ
グ
ア
イ
）

　岡
﨑

　春
喜 

様（
高
知
市
）

　神
谷
清
次
郎 

様（
堺
市
）

　竹
本

　虎
貢 

様（
松
原
市
）

　岡
村

　重
忠 

様（
栗
東
市
）

　
　

　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受

け
し
、
町
行
政
な
ら
び
に
広
報

発
行
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仁
淀
川
町
役
場

◇
社
会
福
祉
協
議
会

　池
本

　俊
一

　様（
松
前
町
）

　北
平
地
フ
ジ
子
様（
向
口
）

　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受

け
し
、
社
会
福
祉
事
業
に
役
立

た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　仁
淀
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

仁淀川町移住交流拠点施設

指定管理者募集
◎施設名称

　仁淀川町移住交流拠点施設 ( 仁淀川町竹ノ谷 612 番地 )

◎対象者　団体・企業

◎指定 (業務 ) 期間  

　平成２５年１０月１日～平成２７年３月３１日

◎申込受付期間    

　平成２５年７月８日～平成２５年８月８日１７時まで

◎選定方法　

　申込書類および申請者のプレゼンテーションの内容を

　審査し、候補者を選定します。

◎その他　

　提出書類や詳細については、町ホームページに掲載され

　ている募集要項をご覧ください。

 　URL : http://www.town.niyodogawa.lg.jp/

◎問い合わせ　仁淀川町役場企画課　☎0889-35-1082
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普通救命講習
　　　（ＡＥＤ講習）のご案内

７月１日から始めます
高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種費助成事業

使われていない
農地やハウスありませんか？！

イノシシ捕獲の
囲いわなを貸し出しします

狩猟免許を取得して有害鳥獣から田畑を守ろう！
　町では、新たな捕獲の担い手を育成し、有害鳥獣による農林業への被害を軽減･

防止するため、狩猟免許等の新規取得者に対する助成制度をスタートしました。

　平成２５年７月１日から、町内にお住まいの満７０歳以上の方を対象に助成事業を始めます。

　肺炎は日本人の死因の第３位。肺炎球菌は、肺炎を引き起こす細菌の一種で、約５５％はこの

肺炎球菌が原因だと言われ、特に高齢者が発症しやすいと言われています。

　急病や交通事故をはじめとする各種の

救急事象が発生した時、救急隊が現場に

到着するまでの間、その現場に居合わせ

た市民により適切な応急手当が速やかに

実施されることによって、傷病者が救命

される可能性が一層高くなることは明ら

かです。

　しかし、救急事故の発生時に家族、通

行人、その他の人が現場に居合わせなが

ら、「動かさない方がいい」「どうして

よいかわからない」などといった理由か

ら、傷病者に対して適切な応急手当がな

されず、救命のチャンスを逸してしまう

事例も少なくないのが現実です。

　そのようなことが起きないように、応

急手当に関する正しい知識と技術を身に

つけるための講習会です。

問い合わせ

　仁淀川町役場産業建設課　☎35-1083

　池川総合支所地域振興課　☎34-2114

　仁淀総合支所地域振興課　☎32-1113

◆対象者  町内で農林業に従事されている方

　※天井が空いているタイプのため、わな免許は不要

◆使用料　無料（※貸出期間は原則半年とします）

◆問い合わせ　

　  仁淀川町役場産業建設課 農業振興係　☎35-1083

　  池川総合支所地域振興課 農林係　　　☎34-2114

　  仁淀総合支所地域振興課 農林係　　　☎32-1113

　イノシシなど有害鳥獣の

被害防止を目的に設立され

た仁淀川町鳥獣害防止対策

協議会では囲いわなの貸し

出しを実施します。

　貸し出しを希望される方

は地区長さんを通して、下

記までご連絡ください。

　高知県農業公社では、使われていない

農地やハウスなどを探しています。

　これらの情報を、新たに農業を始める

方や、農業の規模拡大を考えている方な

どに、就農相談会や高知県農業公社のホ

ームページなどを通じて提供し、マッチ

ングさせることで、使われていない農地

や遊休ハウスなどの有効活用を図ってい

きたいと考えています。

　売ったり、貸したりできる農地やハウ

スなどがございましたら、情報をお寄せ

ください。

■問い合わせ

　公益財団法人高知県農業公社

　☎088-823-8618　　088-824-8593

狩
猟
免
許
取
得
を
支
援
す
る

助
成
制
度
が
ス
タ
ー
ト

◎
補
助
対
象
者

　狩
猟
免
許
の
取
得
希
望
者
で
あ
り
、
次
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者

①
仁
淀
川
町
内
に
在
住
す
る
者

②
町
が
実
施
す
る
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
従

事
・
協
力
す
る
旨
の
確
認
が
と
れ
た
者

◎
補
助
限
度
額

　狩
猟
免
許
試
験
合
格
者
一
人
に
対
し
て

　

　７
，
０
０
０
円

一
般
社
団
法
人
高
知
県
猟
友
会
が
実
施
す
る

初
心
者
講
習
会
の
受
講
に
要
す
る
経
費

◎
補
助
対
象
者

　猟
銃
所
持
許
可
の
取
得
希
望
者
で
あ
り
、

　次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者

◎
補
助
対
象
者

①
仁
淀
川
町
内
に
在
住
す
る
者

②
町
が
実
施
す
る
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
従

事
・
協
力
す
る
旨
の
確
認
が
と
れ
た
者

③
過
去
に
射
撃
教
習
を
受
講
し
て
い
な
い
者

◎
補
助
限
度
額

　猟
銃
所
持
許
可
取
得
者
一
人
に
対
し
て

　

　３
７
，
０
０
０
円

猟
銃
所
持
許
可
申
請
に
係
る
射
撃
教
習
の

受
講
に
要
す
る
経
費
に
対
す
る
補
助

狩猟免許試験のご案内

◇試験日および免許種類

  ７月２１日（日）「わな猟」

  ８月２４日（土）「第一種猟銃」「第二種猟銃」

  ８月２５日（日）「わな猟」「網猟」

◇会場：高知県立大学（池キャンパス）

貸し出し用の囲いわな

※この予防接種は任意の予防接種ですので、かかりつけ医と相談の上、接種するか判断してください

◎
対
象
者

　仁
淀
川
町
に
住
所
を
有
し
、
予
防
接

種
実
施
日
に
、
満
70
歳
以
上
で
あ
る
方

（
過
去
５
年
間
に
、
こ
の
予
防
接
種
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
）

◎
接
種
医
療
機
関

町
内
４
医
療
機
関
（
国
保
大
崎
診
療  

所
、
安
部
病
院
、
酒
井
医
院
、
西
村

医
院
）

◎
接
種
費
用

　無
料

◎
助
成
期
間 

　平
成
25
年
７
月
１
日
か
ら

　平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

◎
申
請
方
法

　接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
左
記
の
問

　い
合
わ
せ
先
お
よ
び
接
種
医
療
機
関

　で
助
成
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　※
申
請
時
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す

　（
申
請
書
の
裏
面
が
予
診
票
と
な
っ

　て
い
ま
す
）

　申
請
後
は
、
必
ず
医
療
機
関
へ
接
種

　日
の
予
約
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
　

　仁
淀
川
町
役
場
保
健
福
祉
課

　☎
３
５
・
０
８
８
８  

　池
川
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

　☎
３
４
・
２
１
１
２

　仁
淀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

　☎
３
２
・
１
１
３
２

◇対象者　佐川町、越知町、仁淀川町在住（中学生以上）、                        

            　在勤の方で５人以上のグループ

◇受講時間　３時間

◇講習会場　ご指定の講習会場での実施が可能です。

            　　また、高吾北消防本部でも受講できます。

◇申込方法

　「救命講習受講申請書」、「救命講習受講者名簿」の各様

式に必要事項をご記入の上、講習予定日の２週間前までに、

高吾北消防本部に提出してください。日時によっては、ご希

望に沿えない場合がございますので、受講予定日時、人数お

よび講習会場が決まりましたら、お申し込み前にまずご連絡

ください。（※申し込みに必要な書類は高吾北消防本部にあ

ります。また、高吾北消防本部のＨＰから用紙を印刷するこ

ともできます）

◇問い合わせ　

　高吾北消防本部　☎２６－２１１１　　

　仁淀川分署　　　☎３５－００１７
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　平成２５年７月８日より、外国人住民の方にも住民基本台帳ネットワーク（住基ネット）の運用が

開始されます。これにより外国人住民の方の住民基本台帳にも「住民票コード」が記載され、以下の

サービスを受けることができるようになります。なお、運用開始にあたっては、外国人住民の方が手

続きを行う必要はありません。

　地域の健康づくりの担い手となる「食生活改善推進員（ヘルスメ

イト）」の育成を目的とした、養成教室を開催します。ぜひ、健康

づくりの推進役として、ボランティア活動をしてみませんか。

▲

住基カードが交付可能になります

　住基カードとは、セキュリティに優れたＩＣ

カードで、写真付き住基カードは公的な身分証

明書としても使えます。また、カード所有者は

転入届の特例が受けられ、引っ越しの際、転出

証明書が不要となります。なお、カード取得に

は７月８日以降に住民登録している市町村で申

請が必要で、手数料がかかります。

▲

広域住民票の交付が受けられます

　お住まいの市町村以外でも本人または同一世

帯員の住民票の写しを請求できます。請求には、

住基カードまたは在留カード等の官公庁発行の

顔写真付き本人確認書類の提示が必要です。

　運用開始後、外国人住民の方へ住民票コード

通知書を順次送付します。一部の行政事務にお

いて、住民票コードの記載を求められることが

ありますので、大切に保管してください。　

６市町村合同開催（土佐市・いの町・日高村・佐川町・越知町・仁淀川町）

◎
対
象

　

　食
生
活
改
善
推
進
員
と
な
っ
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
（
※
男

女
問
い
ま
せ
ん
）

◎
定
員

　６
人

◎
日
程

　８
月
29
日（
木
）越
知
町
、 

９
月
10
日（
火
）佐
川
町
、 

　10
月
10
日（
木
）い
の
町
、 

11
月
19
日（
火
）佐
川
町
、  

　12
月
18
日（
水
）土
佐
市
、 

１
月
30
日（
木
）越
知
町

◎
内
容

　調
理
や
栄
養
の
基
礎
知
識
、
調
理
実
習
、

献
立
の
立
て
方
、
年
代
別
食
育
、
食
品
衛
生

と
食
環
境
等
（
＊
20
時
間
以
上
受
講
さ
れ
た

方
が
修
了
と
な
り
ま
す
）

◎
受
講
料

　2
，0
0
0
円
程
度
（
教
材
費
・
保
険
料
）

◎
申
込
締
切

  

７
月
19
日
（
金
）

◎
申
込
方
法

　

　左
記
担
当
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

外国人住民の方も
住基ネットの運用が開始されます

刈払機・チェンソー取扱講習のご案内

～健康づくりは毎日の食生活から～

「食生活改善推進員養成教室」のご案内

※住民票コード：住基ネットにおいて全国共通の本人確認を行うにあたって必要不可欠な、無作為の１１桁の番号

Ｂ
型
肝
炎

被
害
者
説
明
会
開
催

■
日
時

　

　７
月
20
日
（
土
）

　午
前
11
時
30
分
か
ら

■
場
所

　高
知
県
文
教
会
館

　高
知
市
本
町
４
―
１
―
49

■
内
容

　

　集
団
予
防
接
種
の
際
の
注
射

器
の
回
打
ち
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
感
染
被
害
に
つ
い
て
、

国
か
ら
和
解
金
支
払
い
な
ど
の

救
済
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

に
関
す
る
説
明

※

事
前
予
約
・
参
加
費
不
要

■
問
い
合
わ
せ

　全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟

　広
島
弁
護
団

　☎
０
８
２
・
２
２
３
・
６
５
８
９

広 告

旧池川町土居にヘルパーステーションの開設を予定しています。（スタッフは、旧池川出身者です）
８月17日事務所のお披露目を兼ねて、１３：００～１７：００の間、先着100名様に粗品を進呈します。

　　 何かお困り事はございませんか？何なりとお問い合わせ下さい。
　　 １階は地域の皆様の交流広場としてお使いいただけます。
　　 いつでもお立ち寄り下さい。

　＊８月１７日「清流まつり」に“くじら連ふくし丸”と
　　してよさこい踊りに参加します。

　＊ヘルパーさん募集中！  一緒に仕事してみませんか？
　
　■問い合わせ■　ヘルパーステーション　介護塾　☎２０－２３３０
　　　　　　　　　仁淀川町土居甲９２１－２（旧森林組合事務所）

ヘルパーステーション　介護塾車検のことならおまかせを！
　一度は電話ください。待ってます！

吾川自動車吾川自動車吾川自動車
電話 ３５-０７７８

営業時間　８：００～１８：００
定 休 日　日曜・祝祭日 第２・４土曜日
仁淀川町向口　代表者 宮崎　照夫

四運証　第80-1115号　トヨタ検定一級技能整備士(保有)
自動車検査員(有資格者)　自動車整備業賠償共済保険加入事業場

あなたのまちの車やさんあなたのまちの車やさん
広 告

　町内には、中央公民館・池川教育事務所・仁淀

教育事務所・長者出張所の4カ所に図書室がありま

す。そこには、町が購入した本や寄贈本、また県

立図書館から定期的に借り入れている本があり、

自由に無料で利用することができます。

　県立図書館移動バスが、7/23、8/30、11/27、

2/12に町内4カ所に来ますので、一緒に本を選ん

でみたい方は、ぜひお越しください。

　また、町内の図書室に探している本が無い場合

には、県立図書館等から借りることができますの

で、それぞれの図書室の担当者へ連絡ください。

問い合わせ　仁淀川町教育委員会　☎35 - 0 0 1 9

　　　　　　池川教育事務所　　　☎34 - 2 4 8 0

　　　　　　仁淀教育事務所　　　☎32 - 1 0 4 1

町内図書室利用のお知らせ

【
食
生
活
改
善
推
進
員
と
は
】

　地
域
の
方
々
が
「
自
分
の
健
康
は
自
分

で
つ
く
る
」
と
い
う
自
覚
を
し
、
適
正
な

栄
養
・
運
動
・
休
養
が
習
慣
と
し
て
定
着

す
る
よ
う
に
普
及
活
動
を
行
う
健
康
づ
く

り
の
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

　

　教
室
修
了
後
は
、
仁
淀
川
町
の
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
、

活
動
の
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

問い合わせ・申込先

●仁淀川町役場保健福祉課

　☎35 - 0 8 8 8

●池川総合支所健康福祉課

　☎34 - 2 1 1 2

●仁淀総合支所健康福祉課

　☎32 - 1 1 3 2

■講習日時　４日間　９月２日(月)～５日(木)　９時～１６時　 

■講習場所　仁淀川町中央公民館他　　

■対 象 者　５５歳以上の男女(シルバー会員以外も参加可)

■募集人員　２３名  ■申込み期間　８月５日(月)～９日(金)

■そ の 他　８月４日(日)の高知新聞に募集広告の記事が掲載されます。

■問い合わせ　仁淀川町シルバー人材センター　担当：岡林　☎ 3 5 - 0 0 2 0



《19》 広報によど川 7月号 広報によど川 7月号 《18》

地域おこし協力隊がゆく ～今月は鈴木洋輔隊員！～
す ず  き  よ う す け

高知県から『移住促進』に関するお知らせ

大雨時の通行止めにご理解・ご協力を
　次の区間は、落石や土砂崩れの恐れにより、大

雨の場合通行止めとなります。通行止め時にはこ

の区間内への進入ができません。

　通行止めの解除は、雨がやんでから２時間以上

経過し、パトロールで安全を確認した後になりま

す。ただし、夜間は十分な安全確認ができません

ので、翌朝にパトロールを行い安全を確認した後

で解除します。

　皆さまのご理解とご協力をお願いします。

◇全面通行止めとなる区間と条件

通行止め区間

　①越知町横倉～仁淀川町森山（20.3㎞）

　②仁淀川町森山～久万高原町中津（6.7㎞）

　③久万高原町中津～久万高原町柳井川（6.1㎞）

通行止め条件

　①～③の区間とも連続雨量が250㎜に達したとき

　※パトロールにより危険と思われるとき

◇迂回路について

　国土交通省が指定する迂回路はありません。な

お、ほかの道路も大雨による落石や土砂崩れの危

険性もありますので、道路情報を十分に確認して

ください。

◇道路情報の問い合わせ先

・国道33号（高知県側）

　佐川国道維持出張所

・それ以外の国道、県道

　高知県土木部道路課

　☎０８８－８２３－１１１１

・高速道路

　西日本高速道路㈱

　☎０１２０－９２４－８６３

◇携帯電話での道路情報提供

※降雨状況も確認できます

〈i-mode〉ｉメニュー⇒メニューリスト⇒地域別

メニュー⇒四国⇒乗換／地図／交通⇒四国の道路

情報

〈EZweb〉トップメニュー⇒メニューリスト⇒地

域別情報⇒四国⇒交通・旅行⇒四国地区道路情報

〈Yahoo!ｹｰﾀｲ〉Yahoo!ｹｰﾀｲ⇒メニューリスト⇒地

域メニュー⇒四国⇒交通・グルメ⇒道路情報⇒四

国地区道路情報

　２次元バーコードからアクセス

　パソコンでの道路情報提供

　http://www.skr.mlit.go.jp/info/regulate/kyk/its/☎２２－１０２２

都
市
圏
へ
仁
淀
川
町
を

売
り
出
せ
！

  

Ｇ
Ｗ
前
後
に
東
京
、
大
阪
で
仁
淀
川

町
フ
ェ
ア
を
開
催
し
、
町
内
の
特
産
品

販
売
と
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　都
市
圏
に
お
け
る
仁
淀
川
町
の
観
光

Ｐ
Ｒ
は
、
今
回
が
初
め
て
の
た
め
、
期

待
以
上
に
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
で
仁
淀
ブ
ル
ー
が
放
送
さ
れ
た
効

果
が
今
で
も
続
い
て
お
り
、
「
奇
跡
の

川
が
き
れ
い
」
と
い
う
声
を
お
客
さ
ん

か
ら
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
町
の
観
光
特
使
で
あ
る
吉
田

類
さ
ん
の
知
名
度
が
高
く
、
店
頭
に
飾

っ
た
類
さ
ん
の
等
身
大
パ
ネ
ル
に
引
き

寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
フ
ァ

ン
が
来
場
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　し
か
し
、
出
身
地
が
仁
淀
川
町
で
あ
る

こ
と
を
知
ら
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ

の
真
実
に
驚
か
れ
る
お
客
さ
ん
も
多
か
っ

た
で
す
。

　観
光
案
内
で
は
、
「
仁
淀
川
町
に
行
っ

て
み
た
い
」
と
い
う
声
の
中
で
も
、
「
こ

れ
か
ら
の
季
節
、
キ
ャ
ン
プ
や
サ
イ
ク
リ

ン
グ
を
楽
し
み
た
い
」
と
い
う
声
が
多
か

っ
た
で
す
。

　川
で
泳
ぐ
こ
と
や
満
天
の
星
を
眺
め
る

な
ど
は
大
阪
、
東
京
で
は
不
可
能
に
近
く
、

大
き
な
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
で
す
。
今
後

も
貴
重
な
自
然
体
験
を
気
軽
に
満
喫
で
き

る
こ
と
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

　関
東
方
面
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
で
障
害
と

な
っ
て
い
た
料
金
設
定
が
、
六
月
一
日
か

ら
格
安
航
空
が
成
田
・
松
山
間
を
結
ん
だ

こ
と
に
よ
り
解
消
さ
れ
た
の
で
、
観
光
Ｐ

Ｒ
に
も
さ
ら
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　仁
淀
川
町
に
あ
る
自
然
や
観
光
ス
ポ
ッ

ト
が
大
き
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
実
証
さ

れ
、
今
後
の
観
光
戦
略
に
役
立
て
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

大
人
気
の

類
さ
ん
等
身
大
パ
ネ
ル

　今
年
も
台
風
や
雨
の
多
い
出
水
シ
ー
ズ
ン
が

近
づ
き
、
ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
ダ
ム
よ
り
上
流
の
降
雨
に
伴
う
放
流

の
際
に
は
、
放
流
開
始
の
約
30
分
前
か
ら
サ
イ

レ
ン
、
ス
ピ
ー
カ
ー
、
表
示
板
、
警
報
車
に
よ

る
巡
視
等
に
よ
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

川
を
利
用
さ
れ
る
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※

な
お
、
出
水
時
に
は
ダ
ム
へ
入
っ
て
く
る
水

の
量
以
上
の
放
流
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん 

 

大渡ダムの放流について

Ｐ
Ｒ
す
る
鈴
木
隊
員

日本橋にずらりと並ぶ町特産品

高
吾
北
衛
生
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い

　ご
家
庭
の
便
槽
に
、
紙
お
む
つ
・
生
理
用
品
・
布
類
等
が
混
入
さ
れ
て

お
り
、
収
集
作
業
時
に
ホ
ー
ス
に
詰
ま
っ
た
り
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
処
理

工
程
で
ポ
ン
プ
に
詰
ま
っ
た
り
し
て
業
務
に
支
障
を
来
し
て
い
ま
す
。

　紙
お
む
つ
等
は
可
燃
ご
み
と
し
て
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
、
ご
み
の
収
集

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　高
吾
北
衛
生
セ
ン
タ
ー

　☎
２
６
・
０
３
０
５

国道33号



文

　
芸

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

広報によど川 7月号 《20》《21》 広報によど川 7月号

仁
淀
俳
壇

堀
部

　貞
子

山
里
の
闇
美
し
く
蛍
川

古
味

　幸
子

干
竿
の
一
本
増
え
て梅

雨
に
入
る

植
田

　秋
恵

朧
月
今
日
も
元
気
をあ

り
が
と
う

田
村

　大
陸

川
に
児
の
声
四
五
日
や夏

に
入
る

吉
田
豊
之
祐

鮎
釣
り
の
絵
手
紙
届
く
娘
よ
り

市
川

　千
秋

羽
織
る
も
の
又
取
り
出
し
て

新
樹
冷
え

松
岡

　豊
子

童
心
に
返
り
て
競
う
鮎
釣
果

西
森

　今
子

も
ら
い
た
る
初
鮎
の
香
に

親
し
み
ぬ

川
上

　純
子

父
祖
を
守
る
事
の
重
さ
や樗

咲
く

田
村

　千
草

辨
当
が
届
く
川
開
き
の
鮎
漁
師

藪
柑
子
句
会荒木

　青
踏

バ
タ
や
ん
の
死
を
聞
く
朝
や

茄
子
を
煮
る

井
上

　美
智

こ
の
峡
の
ひ
と
つ
残
り
し

代
田
掻
く

小
崎

　千
恵

笑
ひ
皺
も
齢
の
ひ
と
つ
花
の
昼

高
橋

　幸
恵

は
つ
夏
の

　重
た
き
中
学
生

高
橋

　房
子

父
母
の
段
々
畑
や
柿
若
葉

片
岡
代
美
子

指
先
に
十
薬
匂
ふ
電
話
か
な

上
岡

　利
寿

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

今
日
も
子
と
厨

尾
崎
マ
チ
エ

あ
や
ふ
や
な
夢
を
話
せ
り柿

若
葉

掛
水

　妙
子

春
雷
や
独
り
ぐ
ら
し
にせま

り
き
し

藤
原
多
津
子

新
茶
摘
む
横
に
小
狸
座
り
た
り

結
城

　華
子

鎌
倉
に
遊
び
し
こ
と
も虚

子
忌
か
な

隅
田

　邦
子

子
供
の
日
紙
面
は
子
供
の事

ば
か
り

片
岡
と
く
ぞ
う

「
月
光
」
の
旋
律
弾
け
り

春
夕
べ

鎌
倉
い
ち
い
ち

裏
山
の
つ
つ
じ
た
け
な
わ登

り
ゆ
く

投
稿

俳
句

井
上
カ
メ
コ

友
の
会
な
じ
み
の
顔
が集

い
来
る

鎌
倉

　信
夫

菊
花
に
鎮
ま
る
み
た
ま
追
悼
式

井
上

　一
明

雪
の
峯
横
倉
山
は
平
ら
か
な

仁淀川町行事カレンダー（7月・8月）……… ………

し
ろ 

た

よ
わ
い

ち
ち
は
は

く
り
や

し
ゅ
ん
ら
い

こ
と

　玄蕃太鼓は地域おこしを目的に、平成元年４月、旧吾川村大崎にて結成。25年目に入った、歴史・伝統

のある太鼓芸能集団です。今年は、25年目を迎え、25周年記念イベント公演を開催いたします。25年間

の軌跡を辿り趣向をこらした演出をいたしますので、ぜひ、足をお運びください。お待ちしております。

広 告

玄蕃太鼓振興会発足25周年 記念イベント　開催のお知らせ

■日　時　平成25年10月19日(土)10:30～

■場　所　旧吾川中学校体育館  ※入場は無料 

■内　容　

　　仁淀川流域町村の太鼓・踊り舞台芸能6組ゲスト出演

　　ギターリスト、シンガー2組 予定（2幕構成）

　　映像・軌跡展・仁淀川流域特設屋台村等々

問い合わせ　玄蕃太鼓25周年記念イベント実行委員長

　　　　　　岡林　智　☎090 - 8 9 7 7 - 0 3 2 0

訂
正
と
お
詫
び

　六
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
、

井
上
美
智
さ
ん
の
俳
句
に
誤
字

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

　正
し
く
は
次
の
通
り
で
す

菜
の
花
や
会
釈
し
て
ゆ
く

バ
イ
ク
の
子
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広報によど川 7月号 《22》《23》 広報によど川 7月号

　たて・よこのカギをヒントにマス目を埋めてくだ

さい。　に入る文字をアルファベット順に並べかえ

ると答えが出てきます。何でしょう？

応募方法　はがきまたは封書で応募してください。

　　　　　〒７８１－１５９２ 仁淀川町役場「広報パズル係」

賞　　品　「図書カード」を正解者の中から抽選で

1名様に。

 （当選者の発表は次号広報）

町の人口・世帯数
平成25年6月1日現在

  人　口6,379人　（－2）

  　  男　2,994人　　　　　 

  　  女　3,385人　　　　　 

  世帯数3,290世帯（  3 ）

5月中の届出

転入20人　  転出16人

出生  1人　  死亡  7人

（　）内は前月比

広報によど川

本紙は再生紙を使用しています。
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編集　仁淀川町広報編集委員会
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高知県吾川郡仁淀川町大崎124

☎0889-35-0111
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印刷　株式会社高知新聞総合印刷

　名野川磐門神楽の演目のひ

とつ「宇受姫之舞」。大御神の

一番の楽しみは神楽であり、

その神楽は宇受姫が舞ったこ

とに始まると言われています。

（菜野河神社６月１５日撮影）

第96回 クロスワード パズルクロスワード パズルクロスワード パズル ●締め切り
　7/19（金）必着表
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ン
ソ
ウ
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☆
た
て
の
カ
ギ

1

　消
防
・
人
命
救
助
に
必
要
な
消
防
ポ
ン

プ
・
放
水
銃
・
は
し
ご
な
ど
を
備
え
た

自
動
車

2

　共
同
で
使
う
た
め
に
水
を
貯
め
て
お
く
池

3

　体
は
筒
型
で
細
長
い
近
海
魚
。
鱗
は
小

さ
く
は
げ
や
す
い
。
夏
、
南
日
本
沿
岸

の
砂
底
に
す
む
。

4

　商
品
な
ど
を
仕
入
れ
る
こ
と
。
仕
込
み

5

　昔
、
武
士
が
戦
場
で
着
て
か
ら
だ
を
保

護
し
た
武
具

6

　箇
条
に
わ
け
て
書
き
並
べ
る
こ
と
。
ま

た
、
そ
の
書
き
並
べ
た
も
の

10

　位
や
地
位
が
あ
が
る
こ
と

14

　道
義
に
は
ず
れ
た
行
い
。
不
正
な
行

い
。
よ
く
な
い
行
動

15

　酒
を
飲
ん
で
心
身
の
状
態
が
ふ
つ
う
で

な
く
な
る
こ
と

16

　た
と
え
。
似
た
も
の
に
た
と
え
て
印
象

強
く
表
現
す
る
こ
と

☆
よ
こ
の
カ
ギ

1

　出
火
の
初
期
段
階
で
火
事
を
消
し
止
め

る
こ
と

7

　堰
や
ポ
ン
プ
で
河
川
か
ら
取
水
し
、
主

に
農
業
用
水
に
配
水
す
る
水
路  

8

　穀
物
を
つ
い
た
り
、
粉
に
し
た
り
す
る

道
具

9

　温
度
の
低
い
所
。
寒
い
所

11

　発
音
の
際
、
舌
に
さ
ま
た
げ
ら
れ
な
い

で
出
る
音

12

　「
よ
く
（
善
く
）
」
に
同
じ
。
例
「
と

て
も
○
○
で
き
な
い
」

13

　知
恵
の
あ
る
こ
と
。

⇔

無
知

14

　極
地
や
高
山
の
万
年
雪
が
、
氷
の
か
た

ま
り
に
な
っ
て
徐
々
に
動
き
下
る
現
象

16

　公
式
で
な
い
こ
と
。
表
向
き
で
な
い
こ
と

17

　九
人
ず
つ
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組
に
わ
か
れ
て
、
た
ま
を

打
っ
て
得
点
を
争
う
球
技
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出
題
・
藤
原
賢
一
さ
ん
）

ごめい福をお祈りいたします

・
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数
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〇
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〇
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・
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岡
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栄

　
　隅
田
邦
子

　
　
　
　
　
　西
森

　共
栄

　
　福
岡
洋
一

佐川警察署・交通安全協会佐川支部　☎２２－０１１０

交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ

後部座席を含むシートベルト・チャイルドシート
            の着用を徹底しよう！！

■シートベルトの着用効果
①車内での二次衝突を防止・軽減する

　事故による乗員の死傷のほとんどは、

衝突の衝撃で乗員が座席から投げ出さ

れ、ハンドルやフロントガラスなどに衝

突する「二次衝突」によるものです。

②危険な車外放出を防止する

　シートベルトを着用しないと、衝突のはずみで車外に放出さ　

れ、致命傷を負って死亡するケースがあります。

③正しい姿勢は、疲労を軽減し、動体視力等の低下を防ぐ

  安全運転の基本は、正しいドライビング・ポジションをとり、 

そしてシートベルトを着用することです。

④安全運転に対する意識が向上する

  乗車すると同時にシートベルトを着用するという習慣付けが、

交通安全意識を醸成し、交通モラルが向上します。

■子どもにはチャイルドシートを
◇抱っこでは支えきれない

　車が衝突した時、大人がいくら強く抱っこ

しても、子どもを支えることはできません。

◇車内事故

　カーブ走行中や急ブレーキ時に座席から子どもが転倒し、けが

をするという車内事故が少なくありません。

西条

う　づ　め　の　まい



「心ゆたかに、元気にすくすく育ってね」「心ゆたかに、元気にすくすく育ってね」
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はじめまして ・  　 ・   　・

いけがわ　 やまと

平成25年5月10日生
保護者/政将・あかり

池川　大和くん（西条）

名
野
川
磐
門
神
楽

　発
祥
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地
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る
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と
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畿
仁
淀
川
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総
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開
催

自
然
が
好
き
に
な
る「
山
の
何
で
も
市
」開
催


